
１．赤ちゃんの見張り番と

して知恵が与えられる

ように。

２．ジョイランクーラ・ク

リスチャンホスピタル

が主の栄光を表す器と

して大きく用いられる

ように。

３．他のドクターたちと良

い協力関係で働けるよ

うに。

４．３歳の30％近い重症熱傷のクランティが癒されるように。

５．母と姉の救いのために。
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「神はみこころのまま
に、あなたがたのうちに

働いて志を立てさせ、事を行わせてくだ
さる方です」 （ピリピ 2章13節）

「赤ちゃんの見張り番」という使命が与え
られたと信じ、新生児医療を一から学び
始め、実践する近藤宣教師の姿に感動
を覚えます。赤ちゃんに注がれる温かい
まなざしから、新しいことが生まれるよう祈
りましょう。 （ひ）

編集後記

（中面から）週数によって温度は

変えるべきもののようですが、38

度はあまりに高く、 34度に設定し

ました。

生まれたばかりは、鼻をひくひ

くさせたり、うなったりしていた

赤ちゃんも大抵の場合、次の日に

は、ピンク色になっておっぱいを

吸えるようになっています。おな

かの中にいた時は、酸素も栄養も

すべてお母さんに任せておけばよ

かったのに、突然外に放り出され、

それに適応するというのは、なん

と大仕事でしょう。神様は胎児の

私たちを見ておられます。そして

お母さんのおなかから外に出た時

にうまく適応できるかも見ておら

れます。神様と一緒にこの赤ちゃ

んたちを見ていこうと思っていま

す。

大やけどで運ばれたクランティと父親
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みなさまお元気ですか？今日、冬の間ずっと降っていなかった雨

が降り、湿った空気が春のにおいを運んできました。最近の新聞は

戦争、難民、殺人、レイプ、異常気象のニュースで埋め尽くされ、

息苦しくなる感じです。でも、上記のみことばを与えてくださる主

が私たちの味方です。感謝です。

強くあれ。雄々しくあれ。彼らを恐れてはならない。おののいて

はならない。あなたの神、主ご自身があなたとともに進まれるから

だ。主はあなたを見放さず、あなたを見捨てない。

（申命記31：６）

わたしは神の手の中にある小さな鉛筆のよ

うなものです。神が考え、神が書くのです。

鉛筆は何もしません。鉛筆はただ使われるだ

けです。 （マザー・テレサ）



12月に３週間日本にいました。

12月27日にバングラデシュに戻

り、28日に病院に行くと、手術室

の私のところにやけどの患者さん

が紹介されてきました。80歳の女

性で背中から右脚にかけて体の30

％は占める重度のやけどでした。

クリスマス前に受傷し、家族がい

ないので６日たって、近所の人に

連れられてきたのです。生きてい

るのが驚きです。その時、次のみ

ことばが思い浮かびました。「ま

ことに、あなたがたに告げます。

あなたがたが、これらのわたしの

兄弟たち、しかも最も小さい者た

ちのひとりにしたのは、わたしに

したのです。」（マタイ25:40）

この人はイエス様に違いないと思

いました。

その日から毎日１時間以上かけ

て死んだ皮膚を切除することを始

めました。体力があれば、全身麻

酔をして一気に切除し、植皮をす

べきですが、そんなことをしたら

出血が多くなり、死んでしまいそ

うなので、毎日少しずつという戦

略にしたのです。麻酔なしなので、

優しくやっているつもりでも痛が

ります。

このクムディニばあちゃんは、

細いからだですが、キックをして

きます。看護学生たちが周りにい

て、イエス様が癒してくれるから

と語ってくれます。付き添いは、

近所の人が代わりばんこにし、ま

た食事も差し入れてくれます。輸

血も提供してくれる人がいました。

こうやって、ずいぶんきれいに

なり、新しい皮膚も広がりつつあっ

た頃、下血がありました。毎日の

ストレスと痛み止めのせいでしょ

う。この下血はとまったのですが、

貧血がひどくなりました。でも献

血してくれる人を見つけることが

できません。

数日後に近所の人がお金を出し

て血液を買い、輸血できましたが、

すでに体力が消耗してきていて、

もうキックをする元気が出ません。

食事も十分とれなくなりました。

でも、「アンビ、ケモナチェン」

（アンビは年上に女性に対する呼

びかけ。元気ですか？）と聞くと、

「ブァファロ」（元気だよ）と歯

のない口を大きくあけて声を出さ

ないでにっこり答えてくれます。

そしてもう少しで1か月たつとい

う頃、ろうそくの灯が消えるよう

に、亡くなりました。亡くなる数

時間前に「アンビ」と呼びかける

と「オー」と答えてくれました。

みんなでイエス様に仕えた1か月

でした。

去年の11月に日本からパルスオ

キシメーターが送られてきました。

血中の酸素の取り込みがわかる機

械で、友人のお父様からいただき

ました。このお父様は、50年間産

科を開業していて、赤ちゃんが亡

くなったことがなかったそうです。

これには衝

撃を受けま

した。ジョ

イランクー

ラでは、日

常茶飯事的

に亡くなっ

ています。

これはまず

いと思いま

した。それ

から気を付

けて見てい

ると、毎週一人くらいは亡くなっ

ています。私は帝王切開はします

が、新生児なんぞ学生時代を最後

に診たことがないので、赤ちゃん

の管理は経験のあるドクター・ルー

シーや看護師さんに任せていまし

た。でも、素人の私でも何かでき

るんじゃないかと思い始めました。

12月に帰国した際、教会の兄弟

から新生児学入門の本をいただき

ました。バングラデシュに帰って

から、それにとりかかり、研修医

のように日々知識を吸収し始めま

した。そして、本をくださった新

生児の専門家の兄弟と疑問点につ

いて、頻繁なメールのやりとりが

始まりました。

今は、帝王切開で生まれた後、

安定しない児を病棟でも診るよう

にしています。また、ドクター・

ルーシーが、

状態の悪い

児を回診す

るときに一

緒に診てい

ます。

今までで、

ひそかに自

負している

成果の一つ

は、赤ちゃ

んの経過表

を作ったこ

と。経時的に酸素の取り込み具合、

脈拍数、呼吸数、体温などが書き

込める表を作りました。これによっ

て今まで見過ごされていた低酸素

状態、低体温状態がわかるように

なりました。もう一つは、保育器

の設定温度を下げたこと。オース

トラリアから贈られた中古の保育

器の設定温度は38度になっていま

した。その中にいた赤ちゃんは汗

をかき、そのため一時ふたを開け

るということをしていたようです。

（裏面につづく）

寒さ対策を施された新生児




